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これまで出した｢たくさんの｣アイデアを、どのようにして実行可能なコンセプトに磨き

あげるか。実はこの部分がクラシカル TRIZ において欠落しているもっとも重要な部分と言

える。しかし、技術者はたくさんのアイデアをもとに、更に磨きあげてコンセプト化しな

ければならない。その目的は、実現可能なコンセプトの創造であり、中長期を視野に入れ

た競合優位性の構築であり、そのためのアイデアのシステム化思考であると言える。ここ

では図１に示すステップで、アイデアの有効化を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ コンセプト有効化のステップ 
 

電動シェーバーでのアイデアの有効化の事例 
 
 ここでは、電動シェーバーで出したアイデアからコンセプトをどのように導き出したか

を詳細に述べる。<中略> 
 以上、第 2 回目～第 5 回目までの 4 回にわたって、TRIZ をメインエンジンとした創造的

問題解決の方法を説明してきたが、読者の皆さんの TRIZ 活用のヒントになったであろう

か？ 特に、最後のアイデアをコンセプトにまとめる部分では、実際に多くのアイデアを

出してみて、どのように整理していく方が良いのか、毎回考えるところである。基本は、

目標値に向かって、出したアイデアを戦略的に組合わせて行くことで、これまで選択でし

かなかったものが両立へ向けた創造的思考へ変化することを期待しているのである。 
 

Step.1：アイデアの整理と分類

Step.2：アイデアの選択と結合

Step.3：システムコンセプト化

1. すべてのアイデアをサブシステム(構成要素毎)に分類することで、アイデアの再評価をする。

1. サブサブシステムのグループ内外での結合を考え、サブコンセプトを複数作成する。
これらの結合可能アイデアは、基本的に結合図化する。

1. メインシステムに求められる主要なスペックを整理し、それらの実現に向けたサブコンセプト同士の
組合せを考える。ここでも複数のオプションを考えること。

2. 上記3項で作成したメインコンセプトをコンセプトマップに配置して、最終的な開発システムコンセプト
を選定する。

 


